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要経歴。

受章
おめでとう
ございます
― 秋の叙勲 ―

かずひろ

出﨑 和洋 さん
河浦町﨑津・82歳
旭日双光章

元河浦町議会議員

つねひさ

鶴田 經久 さん
本町本・79歳
旭日双光章

元本渡市議会議員

みつお

倉田 光雄 さん
本渡町本渡・88歳
旭日双光章

県身体障害者福祉団体
連合会副会長

ともひろ

松下 智洋  さん
天草町高浜北・64歳

瑞宝単光章
元天草市消防団団長

えいぞう

中野 栄造 さん
魚貫町・64歳
瑞宝単光章

元天草市消防団副団長

りんいち

佐々木 倫一 さん
牛深町・64歳
瑞宝単光章

元天草市消防団副団長

やすお

山﨑 康生 さん
倉岳町宮田・75歳
旭日双光章

元県薬剤師会副会長

　倉岳町の棚底地区で11月８日、歴史的遺
産を伝承しようと「棚底探検ウォーク」が開
かれました。同地区振興会が開催したもので、
町内外から83人が参加。国指定史跡の棚底
城跡や同地区に点在する全国的にめずらしい
農業用地下水路“こぐり”、防風石垣群、大
権寺古塔群など10カ所をガイドの説明を受
けながら散策。参加者は、説明を熱心に聞き
ながら歴史と自然を満喫しました。

　11月４日、「魚のさばき方教室」が新和町
の天草漁協漁業研修施設で開かれ、地域住民
など11人が参加しました。新和地区公民館
と天草漁協新和支所が、調理技術の向上と魚
の消費量アップを目的に開催したもの。地元
の漁師を講師に招き、アジとタイの３枚おろ
しなどに挑戦。参加者は、「調理のポイント
を教えていただいて、かんたんにできました」
と、満足そうに話していました。

▲熱心に魚をさばく参加者

魚のさばき方教室
３枚おろしに挑戦！

▲
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棚底探検ウォーク
史跡を巡り歴史と自然を満喫

　10月31日・11月１日、大浦地区振興会
主催の「第10回大浦ふれあい祭り」が同地
区コミュニティセンター一帯で開かれ、地域
住民など250人が来場しました。31日には、
おおいた観光特使の矢野大和さんによる“笑
って元気！生涯現役のすすめ”と題した講演
を実施。「笑顔でいることがいちばん」と話
され、来場者は熱心に聞き入っていました。
１日には、バザーやもち投げ、文化展なども
行われ、たいへんにぎわいました。

▲講演のようす
▲着物姿で“福連木の子守唄”を披露する児童たち

大浦ふれあい祭り
笑顔で地域を元気に！

　「福連木子守唄＆童謡まつり2015in天草」
が11月８日、天草町の福連木体育館で開か
れ、家族づれなど2,000人が来場しました。
子守唄の保存・継承などを目的に、同まつり
実行委員会が毎年開催しているもので、今年
で21回目。天草小学校の児童による“福連
木の子守唄”や、平成音楽大学（御船町）の
学生と同校児童による童謡が披露され、来場
者は美しい歌声に聞き入っていました。

福連木子守唄＆童謡まつり
美しい歌声で観衆を魅了

　整備に向けた調査などが進められている熊
本天草幹線道路「本渡道路」の整備の一つで
ある「第二天草瀬戸大橋（仮称）」の橋梁形
式が11月４日、橋本体を橋脚で支える「け
た橋」形式に決まりました。県が測量・地質
調査の結果をもとに、経済性や環境・景観面

第二天草瀬戸大橋（仮称）
橋梁形式が「けた橋」形式に決定しました！
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などからこの形式に決定したもの。本渡衛生
センター（志柿町）付近と本渡南地区コミュ
ニティセンター（港町）付近を結び、橋の長
さは約1.1㎞、幅員9.5mの片側１車線（自
動車専用）。総事業費は約123億円で、平成
34年度の完成を目ざしています。

第二天草瀬戸大橋（仮称）

▲第二天草瀬戸大橋（仮称）の完成イメージ（県天草広域本部提供）

天草瀬戸大橋→→

橋本体を橋脚で支える「けた橋」形式
（天草瀬戸大橋からの視点）


